
令和８年４月改正 

 

【事業者向け】北九州市医療的ケア児レスパイト事業 Ｑ＆Ａ 

 

申請に関すること 

 

問１ 市内の訪問看護ステーションですが、市外の児童のレスパイトを申請してもいい 

ですか。 

 

答１ 医療的ケア児の要件としては、 

（１）北九州市内に住所を有すること。 

（２）０歳から１８歳に達する日以降の最初の３月３１日までの間にあること。 

（３）在宅で同居の障がい児等の保護者又は障がい児等の介護を行う者（以下「保護

者等」という。）による介護を受けて生活していること。 

（４）医師の訪問看護指示書（保険医療機関及び保険医療養担当規則第１９条の４第１

項の規定に基づく訪問看護指示書）による医療的ケアを必要としていること。 

（５）訪問看護（健康保険法(大正１１年法律第７０号)第８８条第１項に規定する訪問看

護）により医療的ケアを受けていること。 

 となっており、市外の児童のレスパイトの申請はできません。 

なお、市外の訪問看護ステーションを利用していても、市内に住所があれば、対象

となります。 

 

 

 

問２ 現在、訪問看護を利用していない医療的ケア児から、レスパイトの希望がありまし

たが、申請してもいいですか。 

 

答２ 医療的ケア児レスパイト事業は、訪問看護ステーションを利用する場合に、看護師が

訪問して行う看護に係る費用を助成する制度となっています。  

   そのため、レスパイトの利用にあわせて、実際に健康保険法上の訪問看護を提供さ

れているのであれば、申請することは可能です。 

 

 

 

問３ レスパイト事業にかかる利用申請は、いつしても大丈夫でしょうか。 

 

答３ 随時申請を受け付けています。利用の際には事前の申請をお願いします。 

 



 

問４ 利用申請にあたっては、訪問看護ステーション経由ではなく、利用者から直接市へ 

申請することはできないのでしょうか。 

 

答４ 利用者の負担軽減や申請及び利用決定がなされているかをご確認いただくために

訪問看護ステーションを通じて申請いただくこととしています。また、利用上限時間

の管理（他の事業所間の管理を含む）等のため、訪問看護ステーションにおいて助成

金の請求及び受領についてもお願いしています。ご理解とご協力をお願いいたしま

す。 

 

 

 

利用に関すること 

 

問５ 保育所や幼稚園、学校等における訪問看護の提供も対象になりますか。 

 

答５ 保育所や幼稚園、学校等（以下、保育所等という。）における訪問看護の提供につい

ても対象となりますが、国・県から別途支給されている補助金の有無や障害福祉サ

ービス等の指定・加算状況により利用できない場合がありますので、通所（園）、通学

している保育所等に訪問看護の提供の可否について事前の確認が必要であること

を説明しておいてください。 

     さらに、実費（交通費等）の負担を利用者に依頼する場合には、事前に説明してお

いてください。 

 

 

 

問６ 旅行や宿泊を伴う修学旅行などでのレスパイトの利用を希望されていますが、レス

パイト事業として助成してもらえますか。 

 

答６ 訪問看護ステーションとして、宿泊を伴うような訪問看護の提供が可能であると判

断された場合は、自宅以外の場所であっても、費用は助成できます。 

なお、その場合であっても、費用の上限額を超えて助成することはできません。 

   宿泊は長時間にわたる訪問看護の提供となるため、人員の確保等が難しければ、レ

スパイトの利用を断るケースも想定されます。 

   また、学校の行事における訪問看護の提供については、通学されている学校に訪問

看護の提供の可否について、事前の確認が必要です。 

     さらに、実費負担（交通費、宿泊代、食事代等）があることを、利用者に説明してく

ださい。 



訪問看護を利用 

 

問７ 保育所や幼稚園、学校等で、１人の看護師が複数の医療的ケア児の看護を行う場合

も、助成金を請求することができますか。 

 

答７ １人の看護師が複数の医療的ケア児の看護を行う場合、それぞれの看護に対応した

時間で請求してください。同一時間帯で重複した請求は行えません。 

 

 

 

問８ １日に訪問看護を複数回利用する場合、「医療保険の適用対象となる訪問看護」の

時間と「レスパイト」の時間が混在してもいいでしょうか。 

    また、「医療保険の適用対象となる訪問看護」と「レスパイト」の優先順位はあります

か。 

 

答８ 医療的ケア児レスパイト事業は、訪問看護ステーションを利用する場合に、看護師が

訪問して行う看護に係る費用を助成する制度で、「医療保険の適用対象となる訪問

看護」以外に利用する訪問看護利用時間帯が助成対象となります。 

 

このため、例のように、「医療保険の適用対象となる訪問看護」の時間と「レスパイト」

の時間を混在して利用いただくことは可能ですが、レスパイトを利用する時間帯につ

いては、家族や医師と相談してください。 

 

 【例】 

   

 

医療保険の 

適用対象 

医療保険の 

適用対象 

医療保険の 

適用対象 

 レスパイト  レスパイト  

 

   また、優先順位については、「医療保険の適用対象となる訪問看護」が優先となりま

す。 

    なお、本事業は医療保険における自己負担分を軽減するものではありません。 

   

 

 

 

 

 

 



請求に関すること 

 

問９ 一年度の利用時間を通算して１時間未満の端数がある場合に切り捨てとなってい

ますが、助成金の請求は一月あたりの利用時間で行います。一月の利用時間に１時

間未満の端数が生じた場合は、どのように請求したらいいですか。 

 

 

答９ 一月の利用時間に１時間未満の端数が生じた場合は、端数となった時間を翌月に

繰越すことが可能です。繰越した時間については、翌月の利用時間と合算して請求し

てください。 

ただし、年間の利用時間の上限は１９２時間なので、１９１時間を超えた端数（１時間

未満の端数）は翌年度に繰越すことができません。 

 

【請求例】 

利用月 
前月繰越時間 

① 
当月利用時間 

② 
合計利用時間 

（①＋②） 
当月請求時間 翌月繰越時間 

４月 ― ２時間４５分 ２時間４５分 ２時間 ４５分 

５月 ４５分 ３時間５０分 ４時間３５分 ４時間 ３５分 

６月 ３５分 ２時間 ２時間 ５分 ２時間 ３５分 

・ 
・ 
・ 

２月 ２０分 １時間５０分 ２時間１０分 ２時間 １０分 

３月 １０分 ３時間 ３時間１０分 ３時間 ― 

 

 

 

 

 

問１０ 助成金交付申請書兼実績報告書の提出期限が毎月１０日と定められていますが、 

遅れた場合は、どのようになりますか。 

 

答１０ 期限までに請求がない場合は、福岡県からの補助金が受けられないこととなるた

め、必ず期限を守って請求してください。 

    なお、３月請求分については、国や県補助金申請にかかる締め切りがあるため、 

例月よりも早い段階での請求をお願いしています。 

 
１時間未満の端数（１０分）は翌年度に繰越しできません。 


